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　操作部に麗する操作端として，化工プラソトに用いら

れるのは大抵の場合制御弁である．弁特性はプラソト告

：都の薦特性と相連關して，制御性の重要な因子である

が，その詳細は割愛し，ここでプラソトで特殊な用途に使

われている審量制御ポンプ（Controlled　volume　pump｝

について少し鰯れてみたい．101ヒれは液量をき1．・めて正

確に制御して洪給するのに用いられる，回鱒籔の非常に

低い一種のプラソジャボソプで，他の流量または計1咄直

に比例して，運縛巾にも回轄鍛あるいはストロークの暗

密な調節1．二より（全ストロークの1，17SOまで調節可能）吐

出量を微細に制御しうるように設計できるので比例訳ン

ブ（P「oPo「tioning　PumP）ともよばれる．第7圖11’は米

　　　　　　　　　　轡・　　　’

　　　　　　　　　　　　t

第71蜀　界量制御ボンプ（駈i：ton　Roy　iil［二）

，

圃Milton　Roy肚製品の一一・型式である．濱瞳の微小な璽

縮性を無覗すれば，吐出量は堅力によつてほLんど鍵ら

な）・．吐出量は激cc／hrから11m：｛！hrまで，璽力は最高

1300氣堅に達するものまで同杜で製作されている，こ

．のボソプを軍なる邊液のために利用するのは不纒齊で，

吐出量を制御する場合あるいはそうでなくても液量がき

わめて小さいか墜力の高い場合に使用償値がある．ただ

し泥漿，高粘性液あるいは腐蝕性液のように取扱の困難

な材料にも適用してよい．このポソプの構造上の一特徴

は二重ボール弁を探用していることで，＊：　一　コLに封する

切線状の液流によつて自己清掃を行わせ，泥漿でもボー

ルと弁座との接鯛をさまたげて漏洩を起さぬよう工夫さ

れている．

　このような特徴をもつ容量制御ボソプは化學工業の苔

方面に利用しうる．t：とえ．ば，罐水慮理側の供給，工場

贋液の庭理等である．更に濁得の懸用として自勧滴定が

ある．溶液の酸性あるいは鰹基性の彊さの制御に際し
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て，電氣．傳導度もpHも大して墜化しない濃度範團では

「直接の糠出は困難であるから，このボソプを用いて試料

を連績定量，．し，それに正確に比例した滴定剤を添加する．

この混合物のpHが滴定曲．線（第3圖参照）の傾斜の愈

な識にくると，元の酸または瞳基の張さが容易に1則定さ

れ，制御系に有効な槍幽値を與えることができる，

　最．後にこの小文の筆をおくに當つて，化工按術者の立

場から，宍の三つの．二とを附言しておきたい．第1は，

El動制御をふくむ計装（lnstrumentztion）は化工ブラソ

ト計盈の初期，場合にょつてはパイロットブラソトの時

代に考えねばならぬ二とである．すなわちフLラソトを作

り上げてから計曇するのではなくて，計装をブラソトデ

vイソ（？lant　design）の一部と考えるのが，按術喬急にも

裡皆自七にも有利な二とである．第2ばプラソトの運輔に

計装擾騰を活用し，その戎果を充分獲揮せしめるセめに

は，化學工場組織の中に計装部門を育成確立するのが必

要なユと．第3には，前2項を實現するために，化工按

バ者と計装抜術青とか緊密に共同する二とである．しか

しわが國の現状では，化エ按術者（Chernical　engineers）

は「也獲按術者に比しその激が少いしtそれに堰して計装

按術者は少い．本邦化學工業の塵全な陵展のた｝生には爾

者の育成が急務であることはもちろんであるが，過渡絢

な現在では，化學，機械，電氣，物理關係の按術者や研

究者の緊密な遵繋が一暦重要であろう．
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　　　　　　　　　　　　　　　　自　動　制　御

　先に本誌第2巻第2號に，本研究會成立の夫第，目
的および活動範闊を紹介した．その後1年有絵，同好
の士は次第に多数となり，大rg，？eよび閥係諸會杜の方

kを舎せると，70名を突破するに至つた．
　この間に研究曾は，第211司より第34回まで，14
回の會合により，次の活動を行つた．
　O」竜學　 4箇所行つた．
　○交献紹介　米，褐，英，露各國のT’1動制御關係文
献の内容約80，題目約9Dが綿介された．
　○研究焚表　研究成果，または中聞報告等として約
25題目の獲表があつた．
　○現在進行中の行事　諸大學，1’ギ臆，研究所および
諸會杜に到着中の，自動制御縣1係の文献（離誌．書籍）

を分携して調査，整理し，リストをつくP，印刷，配
布する計豊が進行中である．

研 究　會　近　況

　○コンb・一ル・・ンジ；ヤ研究曾有；芸魁自動
制御装置の原理構造，磨用等に關する，米國Brown計
器會前上の最近資料を，同肚の許可を得てまとめ，第1
回分が「コントロ臼ル・エンジニヤ」として出販された．

　自動制御研究曾は今後も毎月約1同の割合で、．千葉
（東大生産技術研究所内）あるいは東京（東大工學飛電
パ教室内）で會召・を行う線定になつて溜り，臼動制御
に興昧と關心をお持ちの方なら，どなたでも参加でき
る，會費は1回にうき40周で；参加を御希望のJJ’［よ，

幹事までお申込下さい．

　自動．制御研究會幹事　檜淵正美（東大生研第2部内）

　　　　　　　　　　鵬りF　章（東大生研第3部内）
　　　　　　　　　　　　　　（26．6．20現’tl：）
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